
群馬工業高等専門学校　2009 年度シラバス　8106120005MM/20090503

( 科目コード：8106120005MM)

【改訂】第 1 版（2009-03-18）
【科目】[ 情報処理 II]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・5 年次
【担当教員】

樫本 弘

【授業目標・教育方針】
・Fortran における副プログラムについて理解すること
・丸め誤差について理解すること
・打ち切り誤差について理解すること
・台形公式，シンプソンの公式による数値積分法について理解すること
・数値微分法について理解すること
・Newton 法，2 分法による非線形方程式の数値解の求め方について理解すること

【授業概要】
①数学的に正確な数式 ②プログラミング言語の文法を知っているだけでは，工学的に有用な計算結果を得ることが難
しい場合がある．講義では低学年で学習する「情報処理 I」では十分に触れることができなかった「副プログラム」の
追加的な解説から始め，「桁落ち」「打ち切り誤差と丸め誤差」「数値積分法」「数値微分法」「非線形方程式の解法」な
どの説明を行う．
授業は情報処理教育センターの演習室で行う．解説の後，各自実際に Fortran によるプログラミングの実習を行う．

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：岩波 FORTRAN 辞典：西村，酒井，高田：岩波書店：978-4000098816
教科書は特にないが低学年で使用した「情報処理 I」の教科書，ノートとポケコンは毎回持参すること．
なお，必要に応じて資料を用意する．
上記の参考書は Fortran の文法について非常に詳しい説明がある．

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
IT 教育センターの第１演習室で行う．室内に設置の中間モニターやプロジェクタを用い教師用端末の画面や書画カメ
ラからの画像を示しながら解説する．

【備考】
課題の数は変更になる可能性があり，それによって下記の成績評価の割合を変更する場合がある．

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：[ 情報処理 II]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 システムの利用方法説明 WindowsXP から Solaris 上の Fortran を使用する方法の
説明
文関数，関数副プログラム，サブルーチン副プログラ
ム

2 各種計算について 四次式の計算，繰返し，べき乗計算
3 数値計算における誤差 (1) 数値の丸め，桁落ちの発生，コンピュータ内での演算

方法と誤差
4 数値計算における誤差 (2) 二次方程式の解の計算における桁落ちの発生と防止法
5 数値計算における誤差 (3) 同上
6 数値計算における誤差 (4) 倍精度計算による計算精度の向上
7 数値計算における誤差 (5) 多数の数の足し合わせと情報落ち 課題
8 数値積分法 (1) 台形公式による計算，積分区間の分割数と計算精度
9 数値積分法 (2) シンプソンの公式による計算，積分区間の分割数と計

算精度，変数変換による特異点の除去
10 数値積分法 (3) 同上
11 数値積分法 (4) リチャードソン補外による計算精度の向上 課題
12 数値微分法 (1) 微分計算の刻みと計算精度，打切り誤差と丸め誤差
13 数値微分法 (2) 同上
14 非線形方程式の数値解 (1) Newton 法による計算，計算方法と長短所
15 非線形方程式の数値解 (2) 2 分法による計算，計算方法と長短所 課題
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